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喜喜き  

多多た  

埜埜の  
  

〜〜  

御御
旅旅
社社
七七
夕夕
祭祭
のの
ごご
案案
内内  

〜〜  

本
年
も
七
月
六
日
〜
七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、

茶
屋
町
の
御
旅
社
に
て
、
七
夕
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

七
夕
は
大
陸
の
牽
牛
織
女
（
彦
星
と
織
姫
）
の
伝
説

と
日
本
古
来
の
天
棚
機
比
売
（
あ
め
の
た
な
ば
た
ひ

め
）
の
伝
説
と
が
相
ま
っ
て
生
ま
れ
た
信
仰
と
い
わ

れ
、
技
芸
の
上
達
、
恋
愛
成
就
を
願
う
日
と
さ
れ
、

笹
の
葉
に
願
い
事
を
記
し
た
短
冊
を
結
び
星
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

当
神
社
の
御
旅
社
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
七

夕
祭
は
、
京
都
の
北
野
天
満
宮
に
七
月
七
日
に
行
わ

れ
る
「
御
手
洗
祭
（
み
た
ら
し
さ
い
）
」
に
倣
い
、

神
前
に
書
道
具
を
並
べ
供
え
、
氏
子
崇
敬
者
を
は
じ

め
参
拝
者
み
な
さ
ま
の
学
問
書
道
の
上
達
を
願
い
、

ま
た
、
御
手
洗
の
字
の
如
く
、
心
身
の
清
浄
を
祈
願

致
し
ま
す
。
ま
た
、
末
社
に
玉
姫
稲
荷
神
社
と
い
う

縁
結
び
、
女
性
守
護
の
神
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
所
以

か
ら
、
縁
結
び
に
も
御
利
益
あ
ら
た
か
な
る
と
い
わ

れ
、
特
に
若
い
女
性
か
ら
の
信
仰
篤
く
、
毎
年
、
七

夕
祭
の
日
に
は
大
変
な
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。 

当
日
は
、
夕
方
午
後
四
時
か
ら
短
冊
奉
納
（
一
枚

百
円
）
な
ど
の
行
事
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

夏
の
夜
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
願
い
事
を
胸
に
、
ど

う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。 
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時
〜
午
後
十
時
ま
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綱
敷
天
神
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御
旅
社 

境
内 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

〜〜  

萩萩
のの
葉葉  

〜〜  

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
に
萩(

ハ
ギ)

の
花
が
あ
り
ま

す
。
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
る
日
本
古
来
の
植
物
で
す
。

こ
の
萩
で
す
が
そ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
様
々
あ

り
ま
す
が
、
一
説
に
葉
の
形
が
歯
の
形
に
似
て
い
る

か
ら
歯
木
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
ハ
ギ
の
語
源
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。(

近
世
の
歯
ブ
ラ
シ
で
あ
る

歯
木(

シ
ボ
ク)

と
は
別) 

一
列
に
並
ん
だ
歯
と
、
一
枝
に
連
な
っ
て
生
え
る

葉
が
、
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
ど
こ
と
な
く
似
て
い
る
気

も
し
ま
す
。
今
月
四
日
か
ら
の
一
週
間
は
歯
の
健
康

週
間
で
す
。
い
つ
ま
で
も
萩
の
如
く
連
な
る
歯
で
あ

る
よ
う
に
、
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

〜〜  

六六
月月
のの
旬旬  

〜〜  

神
事
の
際
な
ど
に
神
さ
ま
に
お
供
え
す
る
食
べ
物

等
の
事
を
神
饌(

し
ん
せ
ん)

と
い
い
、
米
・
酒
・
塩
・

水
な
ど
の
お
供
え
物
が
基
本
の
神
饌
と
な
り
ま
す
。 

本
来
、
順
番
や
置
き
方
な
ど
色
々
作
法
が
あ
り
ま
す

が
、
古
来
よ
り
日
々
の
感
謝
を
込
め
て
「
旬
の
も
の
」

を
お
供
え
す
る
素
直
な
心
根
こ
そ
が
、
神
さ
ま
が
一

番
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
六
月
に
旬
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
、 

【
野
菜
】 

 

枝
豆
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
。 

【
果
物
】 

 

梅
、
杏
、
ス
モ
モ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
枇
杷
な
ど
。 

【
魚
介
類
】 

 

鯵
、
鱚(

キ
ス)

、
飛
魚
、
ホ
タ
テ
、
岩
も
ず
く
な
ど
。 

【
そ
の
他
】 

 

杜
若
、
菖
蒲
、
紫
陽
花
な
ど
の
季
節
の
花
が
見
頃
。 

梅
雨
の
雨
が
夏
の
暑
さ
を
呼
ぶ
こ
の
季
節
。
食
中
毒

な
ど
に
注
意
し
て
、
日
々
の
糧
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

 

神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

←←  

 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
応 

 

編
著 

綱
敷
天
神
社 

禰ね

宜ぎ

（
神
主
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